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注目資料

授業構成の

紹介

重点主題

指導書
＆

設定理由

従来型資料・
注目資料の

紹介

月別
資料一覧

新
し
い
道
徳

『ゆたかな心』の授業前・授業後
までの流れを示しています。

“重点主題”の指導書
を紹介しています。
「指導内容の重点化」
の中身が見えてきます。

従来型の資料の紹介。生
活文や名作・伝記に加え
現役アスリートの活躍も
採り上げています。

“重点主題”は「学習
指導要領」で示された，
「指導内容の重点化」
に対応した資料です。

5年 4年 3年 2年 1年
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03 授業構成

重点主題

内容別
資料一覧

従来型資料の

指導書

選び抜かれた各資料をご覧くだ
さい。児童が目を輝かし読み始
める姿を想像すると，自然と授
業の構想が浮かび上がってくる
はずです。

資料作成の意図とねらいを
示しています。指導案では
精選された発問などから児
童の心と力の高まりが感じ
られます。

まずは ...

次に ...

授業で発言し，考えたこと
を言葉としてまとめます。
道徳の時間だけではなく，
後々まで思考が継続される
よう意図しています。

そして ...

児童書

指導書

ワークシート

「学習指導要領」
の内容別に資料
の一覧を紹介し
ています。

従来型資料の指導
書の紹介です。「子
どもの心と力の高
まり」を意識した
発問で授業の広が
りが感じられます。

学年別・月別の
資料配当の一覧
です。

「学習指導要領」第３章道徳「第３－（３）」で低・

中・高学年ごとに「児童の発達の段階や特性

等を踏まえ，指導内容の重点化を図ること」

が明示されました。これに応じ 『ゆたかな心』

ではこの重点化に対応した資料として，一つ

の内容項目にとらわれない資料を，「重点主題」

として開発しました。

6年
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重点主題名／支え合う仲間

支
え
合
う
仲
間

◆主題名
　仲間を信じて

●資料名
　まかせてみようよ

グループだけでなく，学級全体の活動についても考えてみよう。

支え合う仲間になるために大切なことは何か
を考えてみよう。

集団の目標のためにそれぞれが自分の役割を
果たすことが，お互いに認め合う仲間づくり
に大切なことがわかったよ。

●「みんなの劇」……「たかし」の５年３組は，学習発表会で劇をすることになった。一人
一人がそれぞれに役割をもって練習を始めるが，青山さんのぎこちない演技にみんなの不
安が募る。そんなときに青山さんに手を差しのべたのが石井さんである。一人の課題を仲
間と支え合いながら乗り越えることを知った学級の仲間は，力を合わせて劇をつくるよう
になっていく。

３．出典
○ 編集委員会作
４．重点主題の流れ

◆主題名
　みんなで創る

●資料名
　みんなの劇

いろいろな場面で仲間づくりについて考え，実行しようとする。

みんなで高め合う学級にするにはどうすれば
よいかを考えてみよう。

仲間の悩みを知ったり，励まし合ったりする
ことが，支え合う仲間づくりには大切なこと
がわかったよ。

え合う仲間

【相互理解と 
支え合い】

い
し，支え合う態度を身につける。
集団となるためには，自分の役割を自覚して，それを実行することが大切
かり，自身も集団生活の中で実践していこうとする。
向け，短所だと思えることでもよく見てみたり，自分のものの見方をかえ
ることによって，相手の理解が深まることがわかる。
り，励まし合うことによって，互いに高め合う関係を強くしていくことが，
くりには大切であることを知る。
の行事などで仲間とともに学んだものをはっきりとつかみ，それが，自分
とって大切なものであったことを実感する。またそれを，明日からの生活
うとする。
理由
道徳的意味
に向かう集団の中で自分の役割を果たすことは，お互いのことを認め合う
る。
かって懸命に努力する姿は，自分らの集団を支えようとする行為にほかな
学級にはたくさんの個性豊かな仲間がいて，ともに支え合う関係を築くこ
ところが，それぞれに異なる長所や短所をもっていることを知ったり，

とでも自分のものの見方を変えて見たりすれば，相手の理解が一歩深まる。
成長したという証であると同時に，支え合う集団に一つ近づけたことでも

では，ものごとを成す過程で一人が困難にぶつかるというピンチに直面し
の悩みを多くで共有し，励まし合うことによって乗り越え，互いに高まり
ていくのである。
児童の実態
自分の考えを主張しながらも，自他の調和的な関係も求めるようになっ

他に支えられた自分，自分が支えた他という人間の存在を自覚することに
る。よって，望ましい体験を通すことによって，自と他との支え合う関係
ることもできるようになる。
教育的意味
うよ」……「たかし」は，宿泊学習の班のリーダーである。同じ班には自
することが苦手な地図係の石井さんがいる。途中，オリエンテーリングの
め合うが，石井さんの意見にはしっかりとした理由があることを知った
ーダーとしてみんなに石井さんへの理解を促す。石井さんは地図係とし
をしっかりと果たし，班は１位でゴールした。

児童書P.36～43

せてみようよ
なの劇
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重点主題名／支え合う仲間

主な学習活動 指導の方法 子どもの心と力の高まり

◆板書（例）／ 63 ページ参照

1体験活動から支え合える仲
間づくりのために，取り組
んできたことをふり返る。

2資料『みんなの劇』を読ん
で，話し合う。
・反省会で石井さんは，ど
のような思いで青山さん
の演技を指摘したのかを
考え，話し合う。
・放課後に青山さんといっ
しょに練習をする石井さ
んの思いを考え，話し合
う。
ワークシート

3この話から感じられたこと
や思ったことを自分の取り
組みや暮らしぶりと重ねて
紹介する。

●宿泊学習等を通して学んだ
ことを事前に書かせておく。

●仲間の長所を見つけたこと
や，互いに支え合うことの
よさを実感できたことなど
を確かめ合う。

●石井さんの指摘の是非につ
いて考える動きが生まれた
ら，一連の石井さんの言動
の中に，助け合うことや，
高め合うことの大切さが見
いだせるように切り返す。

●石井さんの姿が，青山さん
や学級の多くの仲間の心を
動かし，劇づくりを成功さ
せていく契機となったこと
を，自分の経験と重ねて感
じ取るとともに，このよう
な集団にあこがれをもち，
自分でもできることから実
践していこうとする。

●自分の経験をどのように結
びつけて話しているかをと
らえ，話をしている子ども
の思いを尊重する。そのこ
とが，今後の活動への意欲
を高めることにつながる。

〈発問〉石井さんは，どんな
思いから「一人でなやんで
いてもうまくならないよ」
と言ったのでしょうか。

〈発問〉石井さんは，どんな
思いから「一人でなやんで
いてもうまくならないよ」
と言ったのでしょうか。

○宿泊学習では，リーダーの役
割を果たせたと思う。

○野外炊飯をしていたら，新し
く友達ができてうれしかった。

○青山さんに上手になってもら
いたくて言ったのでは……。

○青山さんのことを，みんなの
前で，あんなふうに言うなん
て，かわいそう。

○でも，放課後に，青山さんと
いっしょに練習をしている。
ほんとうは青山さんのことを
心配しているのではないか。

○青山さんのことだけではなく
て，学級の劇のことも心配し
ているのではないか。

○自分に与えられた役割だけを
果たすのではない。よい劇づ
くりのために自分の役割を果
たせなくて困っている人の思
いを察することが大切なんだ。

○その思いは青山さんに伝わっ
たと思う。だから，次の日
「劇はみんなでつくりあげて
いくもの」と言ったのだと思
う。

○縄跳び大会で，縄跳びの苦手
な仲間といっしょに練習した。
上手になってよかった。

○こんなクラスになったらいい
な。そのために自分ができる
ことを見つけたくなってきた。

（２）道徳の授業Ⅱ／主題名〈みんなで創る〉・資料名「みんなの劇」
◆本時のねらい　○ 仲間の悩みを知って励まし，互いに高め合う関係を強くしていくことが，支え合う

仲間づくりには大切であることがわかる。

発展
・宿泊学習や学級の行事などで仲間とともに学んだものをはっきりとつかみ，それが，
自分の人間的成長にとって大切なものであったことを実感する。またそれを，明日か
らの生活に生かしていこうとする。

動 指導の方法 子どもの心と力の高まり

習のめあてを考えたり，班で活動の計画を立てたりする等，実際の体験を通し
の中の自分の役割について考えていく。

ページ参照

習があるこ
分のめあて

みようよ』
合う。
は，石井
うに見てい
取り，話し

分の考えを
さんをなか
で見ている
ぼく」は
とを考え，
を読み取り，

がよいもの
「ぼく」が，
てとった行
れる，「ぼ
ついて話し

ったことを

になるため
を考える。

●宿泊学習の班編制や係の具
体，活動の概要について事
前に伝えておくことを通し
て，子どもが宿泊学習に見
通しをもてるようにする。

●オリエンテーリングの内容
についても簡単にふれる。

●リーダーとして石井さんが
いることにどのような不安
を感じているのかを考えさ
せる。

●地図係としての石井さんの
考えと班員の考えの間に
立ってリーダーとしてどの
ように自分の役割を果たそ
うとしている「ぼく」なの
かを明らかにする。

●集団の目標のためにそれぞ
れが自分の役割を果たして
いることを板書で明らかに
することによって，互いに
認め合える仲間づくりへの
手がかりをつかませる。

〈発問〉ぼくは，どんな思い
から「石井さんにまかせて
みようよ」と言ったので
しょうか。

〈発問〉ぼくは，どんな思い
から「石井さんにまかせて
みようよ」と言ったので
しょうか。

〈発問〉支え合う仲間になる
ために大切なことは何で
しょうか。

〈発問〉支え合う仲間になる
ために大切なことは何で
しょうか。

○野外炊飯が楽しみだ。
○今年は，リーダーになってみ
たいな。

○○○さんと初めて同じ班にな
るな。

○石井さん，ぼくの言うことを
聞いてくれるかな。

○リーダーとしてうまくやって
いけるかな。

○まずは，石井さんの考えを聞
いてみよう。

○石井さんだって，事前に調べ
るなど，よく考えて左ルート
の案を出している。

○ 石井さんのことをがんこと
思っていたが，自分の思いを
はっきりともって，地図係の
仕事をしっかりと果たそうと
していたんだね。

○自分も石井さんの案がほんと
うによいと思えてきた。

○みんなに石井さんの考えやこ
れまでしてきたことを伝えて，
納得させよう。

○集団の目標のためにそれぞれ
が自分の役割を果たしていく
ことが大切だ。

○自分と異なる考えであっても，
「短所だから」と決めつけな
いで，よく考えを聞くことで
わかり合うこともあるんだな。

／主題名〈仲間を信じて〉・資料名「まかせてみようよ」
友達のよいところをわかり合い，生かし合うことによって，集団生活がうまく進む
ことがわかる。また，集団の目標のためにそれぞれが自分の役割を果たしていくこ
とが大切であることがわかる。

04

「
指
導
編
」
の
例

重点主題の発展的取扱い
「重点主題」として，次時につな
げるための発展的活動の内容を
示しています。

重点主題のねらい
「重点主題」の「ねらい」を児童
の視線に立った表現で示してい
ます。

重点主題の流れ
「重点主題」の資料と資料を結び
つけ，発展的に扱うための流れ
を視覚化し示しています。

主題」の“配慮と工夫”
きるように解説。
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重　点
主題名 支え

１．重点主題のねらい
◎ 相手の立場を理解し
＊ 個人が支え合う集
であることがわか

＊ 一人一人に目を向
て見てみたりする

＊ 仲間の悩みを知り
支え合う仲間づく

＊ 宿泊学習や学級の
の人間的成長にと
に生かしていこう

２．重点主題設定の理
（１）主題のねらいの道
　ともに同じ目標に
ための第一歩である
　集団の目標に向か
らない。しかし，学
とは容易ではない。
短所だと思えること
これは自分自身が成
ある。
　このような集団で
たときには，一人の
合う関係を強くして

（２）ねらいから見た児
　この期の児童は，
ている。それは，他
よって生まれている
の大切さを実感する

（３）資料の道徳的・教
●「まかせてみよう
分の思いを口にす
コース取りでもめ
「たかし」は，リ
ての自分の役割を

 ９ まか
 10 みん

69

主な学習活動

発展
・宿泊学
て集団

◆板書（例）／ 59 ペ

1もうすぐ宿泊学習
とを確かめ，自分
を確かめる。

2資料『まかせてみ
を読んで，話し合
・最初，「ぼく」
さんをどのよう
たのかを読み取
合う。
・いっこうに自分
変えない石井さ
ばあきらめ顔で
班員を前に，「
どのようなこと
行動したのかを
話し合う。
・石井さんの案が
と思えてきた「
リーダーとして
動から読み取れ
く」の思いにつ
合う。
ワークシート

3この話からわかっ
話し合う。
・支え合う仲間に
に大切な要因を
ワークシート

５．展開例
（１）道徳の授業Ⅰ／
◆本時のねらい　○ 友

こ
と

05 重点主題の場合

重点主題の設定理由

「低学年ではあいさつなどの基本
的な生活習慣，社会生活上のき
まりを身に付け，善悪を判断し，
人間としてしてはならないこと
をしないこと」

重点主題設定の理由
各「重点主題」の「設定の理由」
を示しています。

単時ごとのねらい
重点主題名と各資料名がねらい
とともに示されています。

単時ごとの展開例
通常の資料と同様に，単時間ご
との展開例を示しています。

低学年

「中学年では集団や社会のきまり
を守り，身近な人々と協力し助
け合う態度を身に付けること」

中学年

「高学年では法やきまりの意義を
理解すること，相手の立場を理
解し，支え合う態度を身に付け
ること，集団における役割と責
任を果たすこと，国家・社会の
一員としての自覚をもつこと」

高学年

「重点　（「学習指導要領　第 3章道徳　第 3－⑶」より抜粋）

これらに各学年を通じた内容を加えた資料が「重点
主題」です。体験学習との関連付けや複数資料によ
る継続的学習を図りやすいよう作成しています。
特に複数時間での授業構成は児童の理解をより深化
させるシステムです。単時間でのご使用も可能です
が，ぜひ複数時間授業でご活用いただき，無限に広
がる資料の深みを実感ください。

指導が容易にで　
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重
点
主
題
・
注
目
資
料

よりよい資料を！

「ポンタくん」を主人公に学校生活におけ
る生活習慣を見つめ直す資料。自他を意
識し，気持ちよい生活を送るための行動
を考える。

できるね　ポンタくん
前資料を受け「ポンタくん」の家庭での生活を考える
資料。前資料での学校という社会から，家庭へと視点
を集中させより深く自己の基本的な生活習慣を見つめ
させる。

そこだね　ポンタくん

阪神淡路大震災にボランティア
としてかけつけた人物の思い
と，実際の現場での活動とのギ
ャップから，相手の立場に立っ
た社会奉仕活動を考える。

ユニセフの親善大使として世界というス
ケールで活動する黒柳さん。その心を突
き動かす気持ちを考えていく。

助け合う気持ち
－ボランティア元年－

やめることはできない
－ユニセフ親善大使　黒柳徹子－

2年 2年

5年
5年

基本的な生活習慣 基本的な生活習慣

集団（国家）や社会の一員として

集団（国家）や社会の一員として

集団（国家）や社会の一員として

前２資料では，世界→日本と視点を
集約してきた。本資料では，さらに
個人へ視点を移し児童が活動へとつ
なげる挑戦が描かれている。

ちひろの思い

5年
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新規改訂版から収録の資料です

学習指導要領の趣旨・児童の実態・
社会の要請をふまえて！

6年

6年

6年

自他の生命を尊重する

自他の生命を尊重する

自他の生命を尊重する

かけがえのない家族の命を失うが，その命は
心の中で悲しくも力強く生き続ける。残され
た人間へと受け継がれていく，命の大切さを
考える。

生命のメッセージ

家族・パートナー・友人
……，信頼しあう様々な
関係のなかでそれぞれの
命は支え合いながら，同
時に高め合っていること
を考えさせる。

ともに前進し続ける
－井上怜奈－

殺されていく動物の命と
向き合ってきた坂本さん
が，新たに獣医として命
を生かす道を目指す。命
の大切さと合わせて坂本
さんの生き方（＝命）も
学ぶ。

命と向き合う人生

約束事や社会のきまりが，実際の
生活とどのようなかかわりをもっ
ているのか。みんなが気持ちよく
生活することを問う資料。

どっちがいいか

前資料で考えた「きまり」の概念を
受け，ごみの仕分けという現実の社
会のきまりから，きまりや約束を守
る気持ちをさらに深めていく。

いくつに分ける？ 4年

4年

きまりを守る心

きまりを守る心
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従
来
型
資
料
・
注
目
資
料

6年

よみがえった速球
－藤川球児－

ないた赤おに

しあわせの　王子きんの　おの

すあしにサンダルの天使
－マザー・テレサ－

氷上の挑戦
－浅田真央－

中村選手は中村選手，
ぼくはぼく

ノーベル賞の生みの親
－アルフレッド・ノーベル－

4年

4年

ないた

2年

6年

3年1年 名作

現役
アスリート

伝記
5年
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コ ラ ム

ぼくの生まれた日
－ドラえもん－

5年

2年

6年

4年

4年

1年

●３年「ほんとうの意味は」
●４年「おもしろい写真」
●６年「あなたはだーれ」

ほか

●２年「『きらきら』見―つけた」
●３年「えがおいっぱい『サイコロ

ドゥーイング』」
●５年「連想イメージゲーム『いい

ねぇコール』」 ほか

●１年「しぜんと　あそぼう」
●４年「ノーベル賞の歴史」
●５年「日本の世界遺産」

ほか

情報モラル 人間関係づくり 資料館

自分から働き，人のために働く。

助け合う気持ちが友情を深める。

自分の命を落としてまで人の
命を助ける思い。

自分の権利と他人の権利。

相手の失敗と自分の失敗。寛容な心を見つめ直す。

わたしに　できる　こと

モムンと　ヘーテ

誠の碑

救急車

ファミリーレストランで



10

「指導編」の例

にして”が理解できる！

136

５．展開例

1これまでのお金の使い方
でむだ遣いがなかったか
をふり返る。

2資料『ほんとうに　ほし
い　もの』を読み，金銭
の使い方について考える。
・お小遣いをくれたおば
あさんの気持ちについ
て考える。

・さし絵の場面３～５を
見て，女の子の気持ち
を話し合う。

・さし絵の場面６～８を
見て，女の子の気持ち
を話し合う。

　「大切に使いたい。」
　「どうしようかな。」
　「もう一度考えてみよ
う。」
ワークシート

3自分のお小遣いの使い方
を考える。
・今ほしいと思っている
物を見直す。

主な学習活動

●人と比べるのではなく，自
分がむだ遣いと思う物を思
い出させる。

●それがむだ遣いだと思うわ
けについても発表させる。

●お金をくれた人の思いをお
さえる。

●資料文にそって，それぞれ
の使い方を比較しながら考
えさせる。

●学習活動1の自分のむだ遣
いと比べながら考えさせる。

●大切に使いたいという気持
ちが，その使い方を考える
もとになっていることをお
さえる。

●考え直していく中で，みん
なのことも考えていること
をおさえる。

●「ほしいもの」と「ほんと
うにほしいもの」をキー
ワードにして，むだ遣いに
ならないお金の使い道を考
えさせる。

●ほしい物リストを作り，金
額や必要性から，ほんとう
にほしいかどうか，ほんと
うに必要かどうかを検討さ
せる。

〈発問〉むだ遣いにならない
お金の使い方について考え
てみましょう。

〈発問〉むだ遣いにならない
お金の使い方について考え
てみましょう。

〈発問〉女の子は，大切に使
うために，どのようなこと
を考えて迷っているので
しょう。

〈発問〉女の子は，大切に使
うために，どのようなこと
を考えて迷っているので
しょう。

指導の方法 子どもの心と力の高まり

○たくさんあるなあ。
○もっと早く気づけばよかったな。
○そのとき使わないで，別の物を
買えばよかったなあ。

○大切に使わないといけない。
○すぐに使ってしまうのはいけな
いかなあ。

○お金をくれた人の気持ちも考え
ないといけないね。

○借りられる物もあるんだね。

○一人で楽しめる物とみんなで楽
しめる物があるね。

○お金の使い方は人の心も考えな
いといけないね。

○お金を使ったあとのことも考え
ているよ。

○自分一人のために使ったらもっ
たいないね。

○使う前によく考えてからにしよ
う。

○今すぐ買わなくてもいいよ。
○女の子と同じように，迷ってし
まうなあ。

○家の人の意見も聞いてみよう。

６．板書（例）／ 135 ページ参照

発展
・家庭で家の人とともに『ほんとうに　ほしい　もの』を読み，お小遣いの金額や回数，
ほしい物やむだ遣いについて考えてもらうようお願いする。

発展
「発展」では，より理解を深め，
身に付けることを意図してい
ます。

展開例
精選された発問，「子どもの心
と力の高まり」などにご注目
ください。
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“何を”“なぜ”“どのよう　

従来型資料の場合

137

主題名 おかねの　つかいかた

 25 ほんとうに　ほしい　もの

児童書P.72～73

１－⑴ 節度ある 
生活態度

１．主題のねらい
◎ 物や金銭には人の気持ちが込められていることがわかり，大切にしようとする。
＊物や金銭には人の心が込められていることに気づく。
＊人の心の思いを生かし，人の役に立つ金銭の使い道を考えることが大切であるとわかる。
＊むだ遣いをやめて，金銭を大事に使おうとする。

２．主題設定の理由
（１）ねらいの道徳的意味
　「物や金銭」には，物や貨幣としての価値だけでなく，人の心が込められている。物には
それを作った人の心が込められており，金銭は働いた人の汗の代償でもある。
　しかし，生活が便利になるにしたがって，手間ひまをかけて作った品物よりも簡単に手に
入る品物のほうが，わたしたちの生活にあふれている。それにともなって，物にかけられた
労苦や制作の過程での作った人の思いに心を遣ることはとても少なくなってきている。
　また，金銭においても，社会構造の多様化や情報化によって，金銭が働くことの代償であ
ることの実感が薄れてきてしまっている。
　わたしたちの生活は，物や金銭なしには成り立たない。しかし，その金額や使い方にはお
のずと制限があり，節度が求められる。物や金銭にも心が込められていることがわかり，物
や金銭に振り回されない生活をすることが，節度ある生活ということができる。

（２）ねらいから見た児童の実態
　生活が豊かで便利になるにしたがい，児童が金銭を使う機会は増えてきている。
　しかし，まだ低学年の児童にとっては，物や金銭は親や家族などから与えられて手に入れ
るものであり，みずから働いて得る機会は少ない。このことが，ややもすると，目先のほし
い物を手に入れたり，年齢不相応の金額を使ったりすることになりかねない。
　また，買った品物がその後どれくらい役に立つかという見通しももたないでお金を使うこ
とがほとんどであろう。
　したがって，ここで金額の多少に関わらず，物にも金銭にも人の心が込められていること
や，その品物がどれくらい自分やまわりの人の役に立つのかを考えさせることは，節度ある
生活態度を育てる意味からも大切なことである。

（３）資料の道徳的・教育的意味
　身近な人からもらったお小遣いを大切に使いたいと思ったことで，お金の使い方を迷いは
じめた女の子の姿を通して，お金の使い方を考え直すことのできる資料である。
　金銭の大切さを知り，自分のためだけでなく人にも喜ばれる使い道を考えさせることに
よって，むだ遣いをなくし，より役に立つ使い方のできる児童を育てることができる。

３．関連・連携のための指導計画例
①日常生活………一回にいただくお小遣いの金額や，ほしい物について話題とする。
②道徳の授業……資料『ほんとうに　ほしい　もの』を読んで，話し合わせる。（本時）
③家庭…………… 親子で，お小遣いの金額やほしい物について話し合わせる。

４．出典
　○編集委員会作

主題のねらい
「主題」の「ねらい」を児童の
視線に立った表現で示してい
ます。

主題設定の理由
「ねらいの道徳的意味」と「ね
らいから見た児童の実態」，
「資料の道徳的・教育的意味」
を示しています。

関連・連携のための指導計画例
「道徳教育は，道徳の時間だけ
で終わることはない」との立
場による指導計画例です。



12

学
習
指
導
要
領
の
内
容
別
一
覧

学
習
指
導
要
領
の
内
容
別
一
覧

「
指
導
内
容
」
と
〞子
ど
も
の
目
線〝
の
交
点
を
基
に

え
り
す
ぐ
っ
た
資
料
が
満
載
！

 
生
命
の
尊
重

　
　

  

１　
　
　
　

  

２

　
　

  

3　
　
　
　

  

4

　
　

  

5　
　
　
　

  

6

◎
い
の
ち

　
き
ら
き
ら

　
　
　

・
み
ん
な　

み
ん
な　

い
き
て　

 

　

い
る

・
お
た
ん
じ
ょ
う
び　

れ
っ
し
ゃ

◎
生
き
る

　
力

・
わ
た
し
の　

も
の
が
た
り

・
わ
た
し
の　

力

◎
ま
い
に
ち
を

　
き
も
ち
よ
く

　

・
ち
ゃ
ん
と
の　

た
つ
じ
ん
①

・
ち
ゃ
ん
と
の　

た
つ
じ
ん
②

 

基
本
的
生
活
習
慣

◎
ま
い
日
を

　
気
も
ち
よ
く

・
で
き
る
ね　

ポ
ン
タ
く
ん

・
そ
こ
だ
ね　

ポ
ン
タ
く
ん

◎
し
て
は
　
い
け
な
い
　
こ
と

・
ひ
つ
じ
か
い
と　

お
お
か
み

・
な
ま
は
げ　

 

善
悪
の
判
断

◎
い
け
な
い
こ
と
は
ぜ
っ
た
い

　
し
な
い

・
く
つ
か
く
し

・
レ
ッ
ド
カ
ー
ド

 

１
―（
１
）
節
度
あ
る
生
活
態
度

・
き
ち
ん
と
ね

・
あ
お
し
ん
ご
う

・
か
ぼ
ち
ゃ
の　

つ
る

・
う
わ
ば
き
ぶ
く
ろ　

・
ピ
ー
マ
ン
マ
ン
と　

よ
ふ
か
し

　

大
ま
お
う

・
ほ
ん
と
う
に　

ほ
し
い　

も
の

・
な
ま
け
に
ん
じ
ゃ

・
一
に
ち　

十
ぷ
ん　

 

１
―（
２
）
勤
勉
・
努
力

・
お
り
が
み
め
い
じ
ん

・
ぼ
く
は　

い
か
な
い

・
ゆ
う
き
の　

と
び
ら　

 

１
―（
３
）
正
し
い
判
断
・
勇
気

・
お
も
い
き
っ
て

・
ぼ
く　

は
ず
か
し
い
や

・
き
ん
の　

お
の　

 

１
―（
４
）
正
直
・
明
朗

・
ね
こ
が　

わ
ら
っ
た

 

自
他
の
生
命
を
尊
重
す
る

◎
自
分
の
い
の
ち

・
い
の
ち
の
ま
つ
り

・
い
た
だ
き
ま
す

・
ぼ
く
は
何
を

◎
み
ん
な
の
命

・
レ
ス
キ
ュ
ー
隊

・
五
百
人
か
ら
も
ら
っ
た
命

・
元
気
が　

い
ち
ば
ん

◎
自
分
の
力

　
み
ん
な
の
力

　

・
し
ご
と
チ
ェ
ン
ジ

・
係
活
動
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

 

協
力
し
助
け
合
う 

◎
み
ん
な
の
た
め
に
何
が
で
き
る
か

・
祭
り
日

・
仲
間
が
い
る
か
ら

・
協
力
調
査
隊

◎
き
ま
り
は
何
の
た
め
、
だ
れ
の
た
め
？

・
な
ん
で
く
ん

・
い
い
の
か
な

・
な
る
ほ
ど
ね

 

き
ま
り
を
守
る

◎
き
ま
り
を
守
る
心

・
ど
っ
ち
が
い
い
か

・
い
く
つ
に
分
け
る
？

・
ぼ
く
の
た
か
ら
も
の

・
太
郎
の
い
ど
う
教
室　

 

１
―（
１
）
節
度
あ
る
生
活
態
度

・
タ
イ
ム
く
ん

・
心
の
体
温
計

・
こ
う
太
の
な
や
み

・
ぼ
く
ら
は
小
さ
な
か
に
は
か
せ

 
１
―（
２
）
勤
勉
・
努
力
、
不
と
う
不
屈

・
ノ
ー
ベ
ル
賞
の
生
み
の
親

 

― 

ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ノ
ー
ベ
ル 

―

・
思
い
き
っ
て
言
っ
た
ら
ど
う
な
る
の
？

 

１
―（
３
）
正
し
い
判
断
・
勇
気

・
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル

・
千
ば
づ
る　

 

１
―（
４
）
正
直
・
明
朗

・
ぼ
く
は
M
V
P

・
中
村
選
手
は
中
村
選
手
、

　

ぼ
く
は
ぼ
く

 

１
―（
５
）
個
性
の
伸
長

・
わ
た
し
の
ゆ
め

重点主題他人との
関すること

1. 主として自分自身に
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ぐ
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義
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」
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２
）
希
望
・
勇
気
、
不
と
う
不
屈

 

１
―（
３
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あ
か
ち
ゃ
ん

・
ど
う
ぶ
つ
に
も　

こ
こ
ろ
が　

　

あ
る　

 
３
―（
１
）
生
命
尊
重

・
お
と
う
と
の　

た
ん
じ
ょ
う

・
一
ま
い
の　

し
ゃ
し
ん

・
カ
ヌ
ー
犬
・
ガ
ク

・
は
る
と　

お
は
な
し
し
よ
う

 

３
―（
２
）
自
然
愛
、
動
植
物
愛
護

・
あ
き
の　

お
く
り
も
の

・
ひ
し
ゃ
く
ぼ
し

 

３
―（
３
）
敬
け
ん

・
ひ
か
り
の　

ほ
し

・
し
あ
わ
せ
の　

王
子

・
み
ん
な
で　

ま
も
ろ
う

・
き
い
ろ
い　

ベ
ン
チ

 

４
―（
１
）
規
則
尊
重
、
公
徳
心

・
く
ろ
ぶ
た
の　

し
っ
ぱ
い

・
み
ん
な
が　

気
も
ち
よ
く

・
お
と
す　

人
、
ひ
ろ
う　

人

・
一
枚
の
写
真
か
ら

 

３
―（
１
）
生
命
尊
重

・
妹
の
手
紙

・
自
然
の
ゆ
り
か
ご

・
自
然
を
守
る
エ
ゾ
リ
ス

 

３
―（
２
）
自
然
愛
・
環
境
保
全

・
地
球
が
あ
ぶ
な
い

・
海
に
生
き
る
お
じ
い
ち
ゃ
ん

・
星
が
光
っ
た

 

３
―（
３
）
敬
け
ん

・
青
の
洞
門

・
大
き
な
木

・
大
切
な
い
の
ち

 

３
―（
１
）
生
命
尊
重

・
植
物
の
ふ
し
ぎ　

 

３
―（
２
）
自
然
愛
、
動
植
物
愛
護

・
鳥
に
の
こ
し
た
か
き
の
み

・
花
さ
き
山

 

３
―（
３
）
敬
け
ん

・
十
才
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

・
百
羽
の
つ
る

・
心
の
優
先
席

・
や
く
そ
く
だ
も
ん

 

４
―（
１
）
規
則
尊
重
、
公
徳
心

・
図
書
館
で

・
雨
の
バ
ス
て
い
り
ゅ
う
所
で

・
ぼ
く
の
生
ま
れ
た
日  

― 

ド
ラ
え
も
ん 

―

・
誠
の
碑

・
わ
た
し
に　

で
き
る　

こ
と

 

４
―（
２
）
勤
労

・
わ
た
し
た
ち
も　

し
ご
と
を　

　

し
た
い

・
ぼ
く
に　

も
た
せ
て

・
ぎ
ん
の　

し
ず
く

 

４
―（
３
）
家
族
愛

・
げ
ん
か
ん
そ
う
じ

・
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん

・
わ
た
し
た
ち
の　

が
っ
き
ゅ
う

 

４
―（
４
）
愛
校
心

・
学
校　

大
す
き

 

４
―（
５
）
郷
土
愛

・
お
よ
げ　

こ
い
の
ぼ
り　
　

・
か
い
ら
ん
ば
ん

・  

ぼ
く
の　

町
も
、ひ
か
っ
て
る
！

・
は
た
・
ら
く

 

４
―（
２
）
勤
労
・
社
会
奉
仕

・
み
ん
な
の
た
め
に
で
き
る
こ
と

・
お
じ
い
さ
ん
と
ぼ
く

・
お
と
う
さ
ん
の
く
つ

 
４
―（
３
）
家
族
愛

・
お
母
さ
ん
の
せ
い
き
ゅ
う
書

・
い
ち
ょ
う
の
木
を
ま
も
る
た
め
に

 

４
―（
４
）
愛
校
心

・
竹
田
先
生
の
背
中

・
あ
・
い
・
う
・
え
・
お
は
よ
う

・
キ
ツ
ネ
お
ど
り

・
ぼ
く
は　

太
郎
山

 

４
―（
５
）
郷
土
愛

・
新
し
い
町
・
ぼ
く
た
ち
の
町

・
郷
土
の
祭
り
や
行
事

・
ハ
ワ
イ
の
石
う
す　

 

４
―（
６
）
愛
国
心
・
国
際
理
解

・
お
は
し
、
ち
ゃ
ん
と
使
え
な
い
の

・
救
急
車

・
セ
ル
フ
ジ
ャ
ッ
ジ

 

４
―（
１
）
公
徳
心
、
規
則
尊
重
・
遵
法
、
権
利
・
義
務

・
花
び
ん
の
あ
る
駅

・「
ス
イ
ミ
ー
作
戦
」「
ガ
ン
ジ
ー
作
戦
」

・
ガ
ン
ジ
ー
の
い
か
り

 

４
―（
２
）
公
正
・
公
平
、
正
義

・
森
川
君
の
う
わ
さ

・
森
の
絵

 

４
―（
３
）
社
会
的
役
割
の
自
覚
と
責
任

・
班
長
に
な
っ
て
よ
か
っ
た
な

・
母
の
仕
事

・
弘
君
の
委
員
会
活
動

 

４
―（
４
）
勤
労
・
社
会
奉
仕

・
す
あ
し
に
サ
ン
ダ
ル
の
天
使

       

―
マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ 

―

・
家
族
の
紹
介

 

４
―（
５
）
家
族
愛

・
初
め
て
の
ア
ン
カ
ー

・
学
校
紹
介
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 

４
―（
６
）
愛
校
心

・
ぞ
う
き
ん
が
け

・
世
界
の
文
化
遺
産

・
わ
た
し
た
ち
の
町
っ
て　

 

４
―（
７
）
郷
土
愛
・
愛
国
心

・
町
お
こ
し
プ
ラ
ン

・
こ
れ
が
日
本

・
い
っ
し
ょ
に
何
を
し
よ
う
か
な

 

４
―（
８
）
国
際
理
解
と
親
善

・
フ
ー
バ
ー 

さ
ん
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学
年
別
・
月
別
資
料
一
覧

学
年
別
・
月
別
資
料
一
覧

 

（

　
　は
「
重
点
主
題
」） 

　
　

 
１
年　
　
　

 

２
年

　
　

 

３
年　
　
　

 

４
年

4月5月6月7月9月

　
　

 

５
年　
　
　

 

６
年

1
い
っ
し
ょ
に　

あ
そ
ぼ
う

 

〈
友
情
・
助
け
合
い
〉

2
が
っ
こ
う
ま
で
の　

み
ち

 

〈
尊
敬
・
感
謝
〉

3
き
ち
ん
と
ね

 

〈
節
度
あ
る
生
活
態
度
〉

4
お
よ
げ　

こ
い
の
ぼ
り

 

〈
郷
土
愛
〉

5
あ
い
さ
つ
で　

し
あ
わ
せ
に

 

〈
礼
儀
〉

6
み
ん
な　

み
ん
な　

い
き
て　

い
る

 

〈
生
命
の
尊
重
〉

7
お
た
ん
じ
ょ
う
び　

れ
っ
し
ゃ

 

〈
生
命
の
尊
重
〉

8
み
ん
な
で　

ま
も
ろ
う

 

〈
規
則
尊
重
、
公
徳
心
〉

9
ぼ
く　

は
ず
か
し
い
や

 

〈
正
直
・
明
朗
〉

10
ぼ
く
に　

も
た
せ
て

 

〈
家
族
愛
〉

11
あ
お
し
ん
ご
う

 

〈
節
度
あ
る
生
活
態
度
〉

12
ぼ
く
は　

い
か
な
い

 

〈
正
し
い
判
断
・
勇
気
〉

13
か
ぼ
ち
ゃ
の　

つ
る

 

〈
節
度
あ
る
生
活
態
度
〉

14
お
と
し
よ
り
と　

い
っ
し
ょ
に

 

〈
思
い
や
り
・
親
切
〉

15
き
い
ろ
い　

ベ
ン
チ

 

〈
規
則
尊
重
、
公
徳
心
〉

16
わ
き
だ
し
た　

み
ず

 

〈
生
命
尊
重
〉

1
植
物
の
ふ
し
ぎ

 

〈
自
然
愛
、
動
植
物
愛
護
〉

2
千
ば
づ
る

 

〈
正
直
・
明
朗
〉

3
電
話
の
お
じ
ぎ

 

〈
礼
儀
〉

4
心
の
優
先
席

 

〈
規
則
尊
重
、
公
徳
心
〉

5
中
村
選
手
は
中
村
選
手
、
ぼ
く
は
ぼ
く

 

〈
個
性
の
伸
長
〉

6
わ
た
し
の
し
た
こ
と

 

〈
思
い
や
り
・
親
切
〉

7
大
き
な
木

 

〈
生
命
尊
重
〉

8
お
じ
い
さ
ん
と
ぼ
く

 

〈
家
族
愛
〉

9
し
ご
と
チ
ェ
ン
ジ

 
〔
協
力
し
助
け
合
う
〕

10
係
活
動
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

 

〔
協
力
し
助
け
合
う
〕

11
キ
ツ
ネ
お
ど
り

 
〈
郷
土
愛
〉

12
お
年
よ
り
っ
て
、
す
ご
い
な
あ

 

〈
尊
敬
・
感
謝
〉

13
は
た
・
ら
く

 

〈
勤
労
・
社
会
奉
仕
〉

14
な
い
た
赤
お
に

 

〈
信
頼
・
友
情
〉

15
や
く
そ
く
だ
も
ん

 

〈
規
則
尊
重
・
公
徳
心
〉

16
い
の
ち
の
ま
つ
り

 

〔
自
他
の
生
命
を
尊
重
す
る
〕

17
い
た
だ
き
ま
す

 

〔
自
他
の
生
命
を
尊
重
す
る
〕

1
氷
上
の
挑
戦
―
浅
田
真
央
―

 

〈
希
望
・
勇
気
、
不
と
う
不
屈
〉

2
一
枚
の
写
真
か
ら

 

〈
生
命
尊
重
〉

3
ひ
み
つ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

 

〈
節
度
あ
る
生
活
態
度
〉

4
す
て
き
な
お
く
り
も
の

 

〈
思
い
や
り
・
親
切
〉

5
チ
ャ
イ
さ
ん
の
マ
ン
ゴ
ー

 

〈
誠
実
・
明
朗
〉

6
母
の
仕
事

 

〈
勤
労
・
社
会
奉
仕
〉

7
ミ
レ
ー
と
ル
ソ
ー

 

〈
信
頼
・
友
情
、
男
女
の
協
力
〉

8「
ス
イ
ミ
ー
作
戦
」「
ガ
ン
ジ
ー
作
戦
」

 

〈
公
正
・
公
平
、
正
義
〉

9
ま
か
せ
て
み
よ
う
よ

 

〔
相
互
理
解
と
支
え
合
い
〕

10
み
ん
な
の
劇

 

〔
相
互
理
解
と
支
え
合
い
〕

11
学
級
新
聞
作
り

 

〈
謙
虚
・
寛
容
〉

12
世
界
の
文
化
遺
産

 

〈
郷
土
愛
・
愛
国
心
〉

13
い
っ
し
ょ
に
何
を
し
よ
う
か
な

 

〈
国
際
理
解
と
親
善
〉

14
短
所
も
長
所

 

〈
個
性
の
伸
長
〉

15
弘
君
の
委
員
会
活
動

 

〈
勤
労
・
社
会
奉
仕
〉

16
家
族
の
紹
介

 

〈
家
族
愛
〉

17
石
の
道

 

〈
真
理
・
進
取
・
工
夫
〉

1
で
き
る
ね　

ポ
ン
タ
く
ん

 

〈
基
本
的
生
活
習
慣
〉

2
そ
こ
だ
ね　

ポ
ン
タ
く
ん

 

〈
基
本
的
生
活
習
慣
〉

3
お
も
い
き
っ
て　

い
っ
て
ご
ら
ん

 

〈
礼
儀
〉

4
げ
ん
か
ん
そ
う
じ

 

〈
家
族
愛
〉

5
学
校　

大
す
き

 

〈
愛
校
心
〉

6
カ
ヌ
ー
犬
・
ガ
ク

 

〈
自
然
愛
、
動
植
物
愛
護
〉

7
お
と
う
と
の　

た
ん
じ
ょ
う

 

〈
生
命
尊
重
〉

8
く
ろ
ぶ
た
の　

し
っ
ぱ
い

 

〈
規
則
尊
重
、
公
徳
心
〉

9
ぐ
み
の
木
と　

小
鳥

 

〈
思
い
や
り
・
親
切
〉

10
お
も
い
き
っ
て

 

〈
正
し
い
判
断
・
勇
気
〉

11
ね
こ
が　

わ
ら
っ
た

 

〈
正
直
・
明
朗
〉

12
ひ
か
り
の　

ほ
し

 

〈
敬
け
ん
〉

13
か
い
ら
ん
ば
ん

 

〈
郷
土
愛
〉

14
ピ
ー
マ
ン
マ
ン
と　

よ
ふ
か
し
大
ま
お
う

 

〈
節
度
あ
る
生
活
態
度
〉

15
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん

 

〈
家
族
愛
〉

16
き
ょ
う
か
ら　

と
も
だ
ち

 

〈
友
情
・
助
け
合
い
〉

17
ぼ
く
の　

町
も
、ひ
か
っ
て
る
！

 

〈
郷
土
愛
〉

1
み
ん
な
の
た
め
に
で
き
る
こ
と

 

〈
勤
労
・
社
会
奉
仕
〉

2
ぼ
く
の
生
ま
れ
た
日  

― 

ド
ラ
え
も
ん
―

 

〈
生
命
尊
重
〉

3
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
の
転
入
生

 

〈
信
頼
・
友
情
〉

4
竹
田
先
生
の
背
中

 

〈
愛
校
心
〉

5
十
才
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

 

〈
敬
け
ん
〉

6
お
母
さ
ん
の
せ
い
き
ゅ
う
書

 

〈
家
族
愛
〉

7
タ
イ
ム
く
ん

 

〈
節
度
あ
る
生
活
態
度
〉

8
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル

 

〈
正
し
い
判
断
・
勇
気
〉

9
ど
っ
ち
が
い
い
か

 

〔
き
ま
り
を
守
る
〕

10
い
く
つ
に
分
け
る
？

 

〔
き
ま
り
を
守
る
〕

11
ま
た
来
て
ね

 

〈
思
い
や
り
・
親
切
〉

12
わ
た
し
の
ゆ
め

 

〈
個
性
の
伸
長
〉

13
新
し
い
町
・
ぼ
く
た
ち
の
町

 

〈
郷
土
愛
〉

14
郷
土
の
祭
り
や
行
事

 

〈
郷
土
愛
〉

15
ぼ
く
は
Ｍ
Ｖ
Ｐ

 

〈
正
直
・
明
朗
〉

16
自
転
車
マ
ッ
プ

 

〈
尊
敬
・
感
謝
〉

17
心
の
体
温
計

 

〈
節
度
あ
る
生
活
態
度
〉

1
よ
み
が
え
っ
た
速
球 

―
藤
川
球
児
―

 

〈
個
性
の
伸
長
〉

2
気
持
ち
と
こ
と
ば

 

〈
礼
儀
〉

3
陽
子
、
ド
ン
マ
イ
！

 

〈
信
頼
・
友
情
、
男
女
の
協
力
〉

4
班
長
に
な
っ
て
よ
か
っ
た
な

 

〈
社
会
的
役
割
の
自
覚
と
責
任
〉

5
本
屋
の
お
姉
さ
ん

 

〈
誠
実
・
明
朗
〉

6
地
球
が
あ
ぶ
な
い

 

〈
自
然
愛
・
環
境
保
全
〉

7「
マ
ナ
ー
か
ら
ル
ー
ル
へ
、そ
し
て
マ
ナ
ー
へ
」

 

〔
き
ま
り
の
意
義
〕

8
い
ら
な
く
な
っ
た
き
ま
り

 

〔
き
ま
り
の
意
義
〕

9
妹
の
手
紙

 

〈
生
命
尊
重
〉

10
鑑
真
和
上

 

〈
希
望
・
勇
気
、
不
と
う
不
屈
〉

11
ぞ
う
き
ん
が
け

 

〈
愛
校
心
〉

12
町
お
こ
し
プ
ラ
ン

 

〈
郷
土
愛
・
愛
国
心
〉

13
き
み
の
声
が
聞
き
た
い

 

〈
真
理
・
進
取
・
工
夫
〉

14
規
則
正
し
い
生
活
は
す
べ
て
の
基
本

 

〈
節
度
あ
る
生
活
態
度
〉

15
海
に
生
き
る
お
じ
い
ち
ゃ
ん

 

〈
自
然
愛
・
環
境
保
全
〉

16
夢
に
向
か
っ
て 

―
三
浦
雄
一
郎
―

 

〈
希
望
・
勇
気
、
不
と
う
不
屈
〉

17
自
然
の
ゆ
り
か
ご

 

〈
生
命
尊
重
〉
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＊
ゆ
た
か
な
心
、
た
し
か
な
力
―
―
―
―
光
文
書
院
の
道
徳

10月11月12月1月2月3月
17
ゆ
う
き
の　

と
び
ら

 

〈
正
し
い
判
断
・
勇
気
〉

18
ち
ゃ
ん
と
の　

た
つ
じ
ん
①

 

〔
基
本
的
生
活
習
慣
〕

19
ち
ゃ
ん
と
の　

た
つ
じ
ん
②

 

〔
基
本
的
生
活
習
慣
〕

20
ど
う
ぶ
つ
に
も　

こ
こ
ろ
が　

あ
る

 
〈
自
然
愛
、
動
植
物
愛
護
〉

21
わ
た
し
に　

で
き
る　

こ
と

 

〈
勤
労
〉

22
二
わ
の　

こ
と
り

 

〈
友
情
・
助
け
合
い
〉

23
あ
き
の　

お
く
り
も
の

 

〈
敬
け
ん
〉

24
き
ん
の　

お
の

 
  

〈
正
直
・
明
朗
〉 

25
だ
い
じ
な　

わ
す
れ
も
の

 

〈
礼
儀
〉

26
一
に
ち　

十
ぷ
ん

 

〈
勤
勉
・
努
力
〉

27
ひ
つ
じ
か
い
と　

お
お
か
み

 

〔
善
悪
の
判
断
〕

28
な
ま
は
げ

 

〔
善
悪
の
判
断
〕

29
は
し
の　

う
え
の　

お
お
か
み

 

〈
思
い
や
り
・
親
切
〉

30
ぎ
ん
の　

し
ず
く

 

〈
家
族
愛
〉

31
ハ
ム
ス
タ
ー
の　

あ
か
ち
ゃ
ん

 

〈
生
命
尊
重
〉

32
わ
た
し
た
ち
の　

が
っ
き
ゅ
う

 

〈
愛
校
心
〉

33
う
わ
ば
き
ぶ
く
ろ

 

〈
節
度
あ
る
生
活
態
度
〉

34
ひ
し
ゃ
く
ぼ
し

 

〈
敬
け
ん
〉

18
ぼ
く
は
何
を

 

〔
自
他
の
生
命
を
尊
重
す
る
〕

19
ぼ
く
ら
は
小
さ
な
か
に
は
か
せ

 

〈
勤
勉
・
努
力
、
不
と
う
不
屈
〉

20
花
さ
き
山

 

〈
敬
け
ん
〉

21
ぼ
く
は　

太
郎
山

 

〈
郷
土
愛
〉

22
ぼ
く
の
た
か
ら
も
の

 

〈
節
度
あ
る
生
活
態
度
〉

 

23
い
ち
ょ
う
の
木
を
ま
も
る
た
め
に

 

〈
愛
校
心
〉

24
思
い
き
っ
て
言
っ
た
ら
ど
う
な
る
の
？

 

〈
正
し
い
判
断
・
勇
気
〉

25
ぼ
う
や
、
生
き
て
い
て
く
れ
よ

 

〈
尊
敬
・
感
謝
〉

26
お
と
う
さ
ん
の
く
つ

 

〈
家
族
愛
〉

27
生
き
た
れ
い
ぎ

 

〈
礼
儀
〉

28
ハ
ワ
イ
の
石
う
す

 

〈
愛
国
心
・
国
際
理
解
〉

29
太
郎
の
い
ど
う
教
室

 

〈
節
度
あ
る
生
活
態
度
〉

30
大
切
な
い
の
ち

 

〈
生
命
尊
重
〉

31
な
ん
で
く
ん

 
〔
き
ま
り
を
守
る
〕

32
い
い
の
か
な

 

〔
き
ま
り
を
守
る
〕

33
な
る
ほ
ど
ね

 

〔
き
ま
り
を
守
る
〕

34
赤
い
灯　

ゆ
れ
ろ

 

〈
信
頼
・
友
情
〉

35
あ
り
が
と
う
な
、
あ
り
が
と
う
な

 

〈
思
い
や
り
・
親
切
〉

18
日
本
の
心
と
か
た
ち 

―
真
・
行
・
草
―

 

〈
礼
儀
〉

19
星
が
光
っ
た 

〈
敬
け
ん
〉

20
や
め
る
こ
と
は
で
き
な
い

　  

―
ユ
ニ
セ
フ
親
善
大
使 

黒
柳
徹
子
―

 

〔
集
団
や
社
会
の
一
員
と
し
て
〕

21
助
け
合
う
気
持
ち 

― 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
元
年 

―

 

〔
集
団
や
社
会
の
一
員
と
し
て
〕

22
ち
ひ
ろ
の
思
い

 

〔
集
団
や
社
会
の
一
員
と
し
て
〕

23
わ
た
し
た
ち
の
町
っ
て

 

〈
郷
土
愛
・
愛
国
心
〉

24
自
然
を
守
る
エ
ゾ
リ
ス

 

〈
自
然
愛
・
環
境
保
全
〉

25
学
校
紹
介
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 

〈
愛
校
心
〉

26「
持
ち
味
」を
生
か
し
て

 

〈
信
頼
・
友
情
、
男
女
の
協
力
〉

27
救
急
車

 

〈
公
徳
心
、
規
則
尊
重
・
遵
法
、
権
利
・
義
務
〉

28
世
界
一
の
技
術

 

〈
希
望
・
勇
気
、
不
と
う
不
屈
〉

29
心
の
管
理
人

 

〈
自
由
・
自
律
〉

30
セ
ル
フ
ジ
ャ
ッ
ジ

 

〈
公
徳
心
、
規
則
尊
重
・  

  

遵
法
、
権
利
・
義
務
〉

31
命
を
か
け
て
命
を
守
る 

―
山
岳
警
備
隊 

―

 

〔
自
他
の
生
命
を
尊
重
す
る
〕

32
生
き
る
力
を
引
き
出
す
笑
い

 

〔
自
他
の
生
命
を
尊
重
す
る
〕

33
み
ん
な
の
た
め
に

 

〈
尊
敬
・
感
謝
〉

34
ガ
ン
ジ
ー
の
い
か
り

 

〈
公
正
・
公
平
、
正
義
〉

35
森
の
絵

 

〈
社
会
的
役
割
の
自
覚
と
責
任
〉

18
く
つ
か
く
し

 

〔
善
悪
の
判
断
〕

19
レ
ッ
ド
カ
ー
ド

 

〔
善
悪
の
判
断
〕

20
一
ま
い
の　

し
ゃ
し
ん

 

〈
生
命
尊
重
〉

21
雨
の　

日
の　

み
ち
あ
ん
な
い

 

〈
思
い
や
り
・
親
切
〉

22
み
ん
な
が　

気
も
ち
よ
く

 

〈
規
則
尊
重
、
公
徳
心
〉

23
は
た
け
の　

先
生

 

〈
尊
敬
・
感
謝
〉

24
わ
た
し
た
ち
も 

し
ご
と
を 

し
た
い

 

〈
勤
労
〉

25
ほ
ん
と
う
に　

ほ
し
い　

も
の

 

〈
節
度
あ
る
生
活
態
度
〉

26
小
さ
な　

ゆ
き
う
さ
ぎ

 
〈
思
い
や
り
・
親
切
〉

27
し
あ
わ
せ
の　

王
子

 
〈
敬
け
ん
〉

28
あ
い
さ
つ
っ
て　

な
あ
に

 

〈
礼
儀
〉

29
お
り
が
み
め
い
じ
ん

 

〈
勤
勉
・
努
力
〉

30
な
ま
け
に
ん
じ
ゃ

 

〈
節
度
あ
る
生
活
態
度
〉

31
モ
ム
ン
と　

ヘ
ー
テ

 

〈
友
情
・
助
け
合
い
〉

32
わ
た
し
の　

も
の
が
た
り

 

〔
生
命
の
尊
重
〕

33
わ
た
し
の　

力

 

〔
生
命
の
尊
重
〕

34
お
と
す　

人
、
ひ
ろ
う　

人

 

〈
規
則
尊
重
、
公
徳
心
〉

35
は
る
と　

お
は
な
し
し
よ
う

 

〈
自
然
愛
、
動
植
物
愛
護
〉

18
誠
の
碑 

〈
生
命
尊
重
〉

19
せ
き
が
あ
い
て
い
る
の
に

 

〈
思
い
や
り
・
親
切
〉

20
鳥
に
の
こ
し
た
か
き
の
み

 

〈
自
然
愛
、
動
植
物
愛
護
〉

21
図
書
館
で

 

〈
規
則
尊
重
、
公
徳
心
〉

22
祭
り
日

 

〔
協
力
し
助
け
合
う
〕

23
仲
間
が
い
る
か
ら

 

〔
協
力
し
助
け
合
う
〕

24
協
力
調
査
隊

 

〔
協
力
し
助
け
合
う
〕

25
ケ
ン
く
ん
の
こ
と

 

〈
信
頼
・
友
情
〉

26
ノ
ー
ベ
ル
賞
の
生
み
の
親
―
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・ 

　  

ノ
ー
ベ
ル
― 〈
勤
勉
・
努
力
、不
と
う
不
屈
〉

27
あ
・
い
・
う
・
え
・
お
は
よ
う

 

〈
愛
校
心
〉

28
百
羽
の
つ
る

 

〈
敬
け
ん
〉

29
雨
の
バ
ス
て
い
り
ゅ
う
所
で

 

〈
規
則
尊
重
、
公
徳
心
〉

30
レ
ス
キ
ュ
ー
隊

 

〔
自
他
の
生
命
を
尊
重
す
る
〕

31
五
百
人
か
ら
も
ら
っ
た
命

 

〔
自
他
の
生
命
を
尊
重
す
る
〕

32
元
気
が 

い
ち
ば
ん

 

〔
自
他
の
生
命
を
尊
重
す
る
〕

33
こ
う
太
の
な
や
み

 

〈
節
度
あ
る
生
活
態
度
〉

34
お
は
し
、
ち
ゃ
ん
と
使
え
な
い
の

 
〈
愛
国
心
・
国
際
理
解
〉

35『
な
ご
み
』の
あ
る
温
泉
浴
場

 

〈
礼
儀
〉

18
初
め
て
の
ア
ン
カ
ー 

〈
家
族
愛
〉

19
お
茶
の
心

 〔
集
団（
国
家
）や
社
会
の
一
員
と
し
て
〕

20
い
ち
ば
ん
近
い
自
然
・
里
山

 〔
集
団（
国
家
）や
社
会
の
一
員
と
し
て
〕

21
花
び
ん
の
あ
る
駅

 

〈
公
徳
心
、
規
則
尊
重
・  

   

遵
法
、
権
利
・
義
務
〉

22
松
井
さ
ん
の
笑
顔 

〈
尊
敬
・
感
謝
〉

23
フ
ー
バ
ー
さ
ん 

〈
国
際
理
解
と
親
善
〉

24
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
で

 

〈
謙
虚
・
寛
容
〉

25
す
あ
し
に
サ
ン
ダ
ル
の
天
使

　

―
マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ
―

 

〈
勤
労
・
社
会
奉
仕
〉

26
藤
井
駅
の
ホ
ー
ム
で
の
で
き
ご
と

 

〈
思
い
や
り
・
親
切
〉

27
誠
実
な
人 

―  

吉
田
松
陰 

―

 

〈
誠
実
・
明
朗
〉

28
森
川
君
の
う
わ
さ

 

〈
公
正
・
公
平
、
正
義
〉

29
こ
れ
が
日
本

 

〈
郷
土
愛
・
愛
国
心
〉

30
最
後
の
ひ
と
葉

 

〈
思
い
や
り
・
親
切
〉

31
生
命
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

 

〔
自
他
の
生
命
を
尊
重
す
る
〕

32
命
と
向
き
合
う
人
生

 

〔
自
他
の
生
命
を
尊
重
す
る
〕

33
と
も
に
前
進
し
続
け
る 

―
井
上
怜
奈
―

 

〔
自
他
の
生
命
を
尊
重
す
る
〕

34
大
空
に
飛
び
立
つ
鳥

 

〈
自
由
・
自
律
〉

35
青
の
洞
門

 

〈
敬
け
ん
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　



淑徳大学名誉教授
新宮弘識
千葉大学教授
上杉賢士
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石川県小松市立能美小学校教諭
北川忠
青森県八戸市立図南小学校教諭
小向留都子
栃木県足利市立坂西北小学校教諭
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花松龍平
千葉県習志野市立谷津南小学校教諭
松田憲子
神奈川県平塚市立横内小学校教諭
山内良夫
八洲学園大学教授
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●規格　　全学年B5判
学年 児童書 教師用指導書

1年 96ページ 232ページ
2年 104ページ 240ページ
3年 136ページ 272ページ
4年 136ページ 272ページ
5年 144ページ 280ページ
6年 144ページ 280ページ

●定価
児童書　550円（消費税込）
教師用指導書　2,500円（消費税込）

●県版
青森県・福島県・栃木県・千葉県・
東京都・神奈川県・新潟県・富山県・
石川県・福岡県・大分県

〒102－0076
東京都千代田区五番町14
電話　03－3262－3271
http://www.kobun.co.jp/


